
分任支出負担行為担当官
上川北部森林管理署長　　　白岩　誠　

工事種別 工事概要  入札方式

林道工事 林道改良工事　Ｌ＝70ｍ、30m 一般競争入札

契約年月日

令和３年　３月10日

工事完成の時期

令和３年10月

○ 予算決算及び会計令（昭和22年勅令第165号。以下「予決令」という。）第73条の規定に基づく競争参加資格
別添「入札公告」のとおり

○ 競争に参加しようとした者の商号又は名称並びにそのうち競争に参加させなかった者の商号又は名称及びその者を参加させなかった理由
別紙「競争参加資格確認結果書」（別添１）のとおり

○ 入札者の商号又は名称及び各入札者の各回の入札金額
別紙「入札執行調書」（別添２）のとおり

○ 予定価格の作成に用いた積算価格についての内訳
別紙「工事積算内訳書」（別添３）のとおり

○ 予決令第86条第１項の規定により契約の相手方となるべき者により当該契約の内容に適合した履行がされないおそれがあるかどうかについての調査
・調査結果の概要別紙「低入札価格調査結果の概要」（別添４）のとおり
・契約担当官等の調査結果及び意見別紙「契約担当官等の調査結果及び意見」（様式任意）のとおり

○ 契約金額の変更を伴う契約の変更を行った場合
・変更契約年月日　令和３年３月15日 ・変更後の契約金額（税抜き）２０，６３３，５８３円
・変更の理由　　契約条件（国有林野事業工事請負契約約款）第63条に基づき変更契約を行った。

○ 契約金額の変更を伴う契約の変更を行った場合 （令和３年８月３日追加記入）
・変更契約年月日　令和３年８月３日 ・変更後の契約金額（税抜き）１７,１００,０００円

○ 成績評定の結果 　（令和３年10月19日追加記入）
評定点　８２点

契約金額（税抜き） 工事着手の時期

２０，６００，０００円 令和３年　３月

（令和３年３月19日追加記入）

・変更の理由　　本工事の施工中、土工について、当初設計図書からの差異が認められ、検討の結果、現地に合わせることが適当であることか
ら変更契約を行った。

予定価格（税抜き） 調査基準価格（税抜き）  契約相手方の商号又は名称及び住所

２４，６００，０００円 ２１，６４８，８８０円 株式会社　野田組　北海道士別市朝日町中央４０２９番地

別紙様式３（一般競争入札）

令和２年度　　上川北部森林管理署　公共工事契約状況

令和３年　３月16日

工　　事　　名 施工場所

御車山林道災害復旧工事 北海道上川郡下川町　１８・２１林班



入札公告(建設工事）

次のとおり一般競争入札（政府調達対象外）に付します。

令和３年１月２７日

分任支出負担行為担当官

上川北部森林管理署長 島津 泰博

１ 工事概要等
本工事は、施工パッケージ型積算方式の試行工事である。
本工事は、週休２日の試行工事（受注者希望方式）である。

本工事は、受発注者間の情報共有システムの活用の試行工事である。
(1) 工 事 名 御車山林道災害復旧工事（電子入札対象案件）

(2) 工事場所 北海道上川郡下川町 １８・２１林班

(3) 工事内容 1号箇所

〔土 工〕
切 土 9.00㎥
購入土 礫質土 281.00㎥

盛土敷均し・締固め 514.00㎥
路盤工（下層） t=20cm 42.00㎥
河道整理 207.00㎥

〔擁壁工〕
無筋コンクリート（C-4P） 81.50㎥

2号箇所

〔土 工〕
切 土 60.00㎥
盛土敷均し・締固め 44.00㎥

運搬残土 礫質土 249.00㎥
路盤工（下層） t=20cm 18.00㎥

〔溝渠工〕

コルゲートパイプ φ1750mm t=2.7mm 9.60ｍ
月型籠工 φ1750mm用 4.00個

普通布団籠工（階段式） 高さ0.6m×幅1.2m 16.00ｍ

〔擁壁工〕

無筋コンクリート（C-4P） 33.20㎥

(4) 工期 契約締結日の翌日から令和３年１０月２５日まで

(5) 本工事の入札は、電子入札システムにより行う。なお、電子入札システムにより
がたい場合は、発注者の承諾を得て紙入札方式に代えることができる。



(6) 本工事は、建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律(平成12年法律第104号)

に基づき、分別解体等及び特定建設資材廃棄物の再資源化等の実施が義務付けられ
た工事である。

(7) 本工事は、受注者の施工体制の確保及び建設資材の確保を図るため、令和３年５
月１３日まで余裕期間を見込んだ工事である。

なお、余裕期間の技術者の配置は要しないものとする。
また、余裕期間内に、施工体制等の確保及び建設資材の確保が図られた場合は、監

督職員との協議により工事着手できるものとする。

(8) 主任技術者の専任に係る取扱いについては、工事の対象となる工作物に一体性若
しくは連続性が認められる工事又は施工にあたり相互に調整を要する工事で、かつ、
工事現場の相互の間隔が直線距離で10ｋｍ程度又は移動時間60分程度の近接した場

所において同一の建設業者が施工する場合には、建設業法施行令第27条第２項によ
り、同一の専任の主任技術者がこれらの建設工事を管理することができるものとす
る。

なお、この場合において、同一の主任技術者が管理することができる工事の数は、
専任が必要な工事を含む場合は、原則２件程度とする。ただし、監理技術者には適
用しない。

２ 競争参加資格
(1) 予算決算及び会計令（昭和22年勅令第165号。以下「予決令」という。）第70条及

び第71条の規定に該当しない者であること。

なお、未成年者、被保佐人又は被補助人であって、契約締結のために必要な同意
を得ている者は、予決令第70条中、特別の理由がある場合に該当する。

(2) 令和１・２年度の北海道森林管理局における土木一式工事に係るＣ等級、Ｂ等級
又はＤ等級（ただし、Ｄ等級の者については資格点数が800点以上の者とする。）の

一般競争参加資格の認定を受けている者（会社更生法（平成14年法律第154号）に基
づき更生手続開始の申立てがなされている者又は民事再生法（平成11年法律第225号）
に基づき再生手続開始の申立てがなされている者については、手続開始の決定後、

北海道森林管理局長が別に定める手続に基づく一般競争参加資格の再認定を受けて
いること。）。

(3) 会社更生法に基づき更生手続開始の申立てがなされている者又は民事再生法に基

づき再生手続開始の申立てがなされている者（(2)の再認定を受けた者を除く。）で
ないこと。

(4) 平成１７年４月１日から令和２年３月３１日までの１５年間に元請けとして、以
下に示す契約金額５００万円（消費税込み）以上（路体強化工は契約金額に制限な

し。）の同種工事を施工した実績を有すること（経常建設共同企業体が同種工事を施
工した場合における構成員の実績については、出資比率が20％以上である構成員に
限り、当該実績を当該構成員の実績として認める。）。なお、当該実績が森林管理局

長等（林野庁長官、森林技術総合研修所長、森林管理局長、森林管理署長、森林管
理署支署長、森林管理事務所長、治山センター所長及び総合治山事業所長をいう。
以下同じ。）が発注した工事のうち、入札説明書に示すものに係る実績である場合に

あっては、「林野庁工事成績評定要領」（平成10年３月31日付け10林野管第31号林野
庁長官通知）第４の３に規定する工事成績評定表の評定点(以下「評定点」という。）
が65点未満のものは実績として認められない。

経常建設共同企業体にあっては、すべての構成員が上記の基準を満たす施工実績を
有すること。



同種工事：森林土木工事（治山事業における渓間工事・山腹工事、林道規程の構

造・規格に準ずる保安林管理道もしくは作業道の新設工事、林道事業

における新設、改良、災害復旧工事、特殊修繕）

(5) 次に掲げる基準をすべて満たす主任技術者又は監理技術者を建設業法（昭和24年
法律第100号）に基づき当該工事に配置できること。

ただし、建設業法第２６条第３項に規定する工事については、専任で配置できる

こと。また、建設業法第２６条第２項に規定する工事については、専任の監理技術
者を配置できること。
なお、監理技術者にあっては、監理技術者の行うべき職務を補佐する者として、次

に掲げる③を除く基準をすべて満たす者を当該工事現場に専任で配置する場合は、

２現場を限度として兼務できることとする。
また本工事において、現場施工に着手するまでの期間及び工事完成後、検査が終了

し事務手続き、後片付け等のみが残っている期間については、必ずしも主任技術者

又は監理技術者の専任の配置は要しない。
① １級土木施工管理技士又は２級土木施工管理技士もしくはこれと同等以上の資
格を有する者であること。

② 平成１７年４月１日から令和２年３月３１日までの１５年間に、(4)に掲げる
工事の経験を有する者であること。
なお、当該実績が森林管理局長等が発注した工事のうち入札説明書に示すもの

である場合にあっては、工事成績評定の評定点が入札説明書に示す点数未満であ
るものは経験として認められない。

③ 監理技術者にあっては、監理技術者資格者証及び監理技術者講習修了証を有す

る者又はこれに準ずる者であること。

(6) 競争参加資格確認申請書（以下「申請書」という。）及び競争参加資格確認資料（以
下「資料」という。）の提出期限の日から開札の時までの期間に、北海道森林管理局

長から「工事請負契約指名停止等措置要領」（昭和59年６月11日付け59林野経第156
号林野庁長官通知）に基づく指名停止を受けていないこと。

(7) 北海道森林管理局管内の森林管理（支）署長が発注した同種工事で、平成３０年

４月１日から令和２年３月３１日までの２年間に完成・引き渡された工事の実績が
ある場合においては、当該工事に係る評定点の平均が65点以上であること。

(8) 上記１に示した工事に係る設計業務等の受託者又は当該受託者と資本関係又は人
的関係がある建設業者でないこと。（入札説明書参照）

(9) 入札に参加しようとする者の間に資本関係又は人的関係がないこと（資本関係又
は人的関係がある者のすべてが共同企業体の代表者以外の構成員である場合を除
く。）。（入札説明書参照）

(10) 建設業法に基づく本店、支店又は営業所が、北海道森林管理局管内（北海道内）

に所在すること。また、経常建設共同企業体として申請書及び資料を提出する場合
は、有資格者名簿に記載されている共同企業体の本店所在地が、上記区域内である
こと。

(11) 警察当局から、暴力団員が実質的に経営を支配する建設業者又はこれに準ずるも
のとして、農林水産省発注工事等からの排除要請があり、当該状態が継続している
者でないこと。



（12） 以下の届出をしていない建設業者（当該届出の義務がない者を除く。）でないこ

と。
① 健康保険法（大正11年法律第70号）第48条の規定による届出
② 厚生年金保険法（昭和29年法律第115号）第27条の規定による届出

③ 雇用保険法（昭和49年法律第116号）第7条の規定による届出

３ 競争参加資格の確認等
(1) 本競争入札の参加希望者は、上記２に掲げる競争参加資格を有することを証明す

るため、次に掲げるところに従い、申請書及び資料を提出し、分任支出負担行為担

当官から競争参加資格の有無について確認を受けなければならない。

(2) 申請書及び資料の提出期間、場所及び方法
①提出期間：令和３年１月２８日から令和３年２月１０日まで（行政機関の休日に

関する法律（昭和63年法律第91号）第１条第１項に規定する行政機関の
休日（以下「休日」という。）を除く。）の９時００分から１７時００分
まで。ただし、最終日は１５時００分までとする。

また、申請書及び資料については、提出期間の中で極力早めに提出願い
ます。

②場所：〒０９８－１２０２

北海道上川郡下川町緑町２１番地４

上川北部森林管理署 業務グループ（土木担当）

電話 ０１６５５－４－２５５１

③その他：電子入札システムを用いて提出すること。詳細は入札説明書による。た
だし、承諾を得て紙入札による場合は②の場所に持参すること。

(3) 申請書及び資料は入札説明書に基づき作成すること。

(4) (2)の①に規定する期間内に申請書及び資料を提出しない者又は競争参加資格がな
いと認められた者は本競争入札に参加できない。

４ 入札手続等
(1) 担当部局

〒０９８－１２０２
北海道上川郡下川町緑町２１番地４

上川北部森林管理署 業務グループ（土木担当）

電話 ０１６５５－４－２５５１

(2) 入札説明書等の交付期間、場所及び方法
①交付期間：令和３年１月２７日から令和３年３月１日まで（休日を除く。）の９時

００分から１７時００分まで（12時から13時までを除く。）。

②場所：〒０９８－１２０２
北海道上川郡下川町緑町２１番地４

上川北部森林管理署 業務グループ（土木担当）

電話 ０１６５５－４－２５５１

③その他：配付資料は無料であるが、入札説明書等を記録するためのＣＤ－Ｒ（未

使用のものに限る。）を持参すること。



(3) 入札及び開札の日時、場所及び提出方法

入札書は、電子入札システムにより提出すること。ただし、やむを得ない事情によ
り発注者の承諾を得た場合は、紙入札による入札書を持参すること。郵送等の持参
以外の方法による提出は認めない。

① 電子入札システムによる場合

入札開始日時 令和３年２月２５日 ９時００分
入札締切日時 令和３年３月２日 １０時００分

② 紙入札方式により持参する場合は、令和３年３月２日１０時００分までに上川

北部森林管理署入札室へ持参の上、入札すること。

③ 開札は、令和３年３月２日１０時００分に上川北部森林管理署において行う。

④ 紙入札方式による競争入札の執行に当たっては、分任支出負担行為担当官によ
り競争参加資格があると確認された旨の通知書の写し及び委任状がある場合は委任

状を持参すること。

５ その他
(1) 手続において使用する言語及び通貨

日本語及び日本国通貨に限る。

(2) 入札保証金及び契約保証金
① 入札保証金 免除
② 契約保証金 納付(保管金の取扱店 日本銀行名寄支店）。

ただし、以下の条件を満たすことにより契約保証金の納付に代えることができる。
ア 利付き国債の提供(保管有価証券の取扱店 日本銀行札幌東代理店）
イ 金融機関若しくは保証事業会社（公共工事の前払金保証事業に関する法律（昭

和27年法律第184号）第２条第４項に規定する保証事業会社をいう。）の保証(取
扱官庁 上川北部森林管理署)
また、公共工事履行保証証券による保証を付した場合又は履行保証保険契約の

締結を行った場合には、契約保証金の納付を免除する。

(3) 工事費内訳書の提出
第１回の入札に際し、第１回の入札書に記載される入札金額に対応した工事費内訳

書を電子入札システム等により提出すること。紙入札方式の場合は、入札書ととも

に工事費内訳書（様式自由）を提出すること。なお、当該工事費内訳書未提出の入
札は、無効とする。

(4) 入札の無効

① 本公告に示した競争参加資格のない者が行った入札、申請書又は資料に虚偽の
記載をした者が行った入札及び入札に関する条件に違反した入札は無効とする。

② 無効の入札を行った者を落札者としたことが明らかとなった場合には、落札決

定を取り消す。
③ 分任支出負担行為担当官から競争参加資格のあることを確認された者であって
も、開札の時において上記２に掲げる資格がない場合は、競争参加資格のない者に

該当する。



(5) 落札者の決定方法

落札者の決定は、競争参加資格の確認がなされた者の中で予決令第７９条の規定に
基づいて作成された予定価格の制限の範囲内で最低の価格をもって有効な入札を行
った入札者を落札者とする。

ただし、予定価格が１千万円を超える工事について、落札者となるべき者の入札価
格では当該契約の内容に適合した履行がなされないおそれがあると認められるとき、
又はその者と契約を締結することが公正な取引の秩序を乱すこととなるおそれがあ

って著しく不適当であると認められるときは、予定価格の制限の範囲内の価格をも
って入札した他の者のうち、最低の価格をもって入札した者を落札者とすることが
ある。

(6) 配置予定監理技術者の確認
落札者決定後、CORINS（一般財団法人日本建設情報総合センターの工事実績情報シ

ステム）等により配置予定の監理技術者等の専任制違反の事実が確認された場合、

契約を締結しないことがある。なお、分任支出負担行為担当官によりやむを得ない
ものとして承認された場合のほかは、配置予定監理技術者等の変更は認められない。

(7) 契約書作成の要否 要。

(8) 関連情報を入手するための照会窓口 上記４の(1)に同じ。

(9) 一般競争参加資格の認定を受けていない者の参加

上記２の(2)に掲げる一般競争参加資格の認定を受けていない者も上記３の(2)によ
り申請書及び資料を提出することができるが、競争に参加するためには、開札の時
において、当該資格の認定を受け、かつ競争参加資格の確認を受けていなければな

らない。
(10) 資料の内容のヒアリング

資料の内容についてのヒアリングは原則として行わない。なお、ヒアリング実施

の必要が生じた場合は別途通知する。

(11) 本案件は、申請書及び資料の提出、入札を電子入札システムで行うものであり、
その詳細については、入札説明書及び「電子入札システム運用基準（建設工事及び

測量・建設コンサルタント等業務）」（平成16年7月29日付け16林政政第269号林野庁
長官通知）による。

(12) 発注者綱紀保持対策について

農林水産省の発注事務に関する綱紀保持を目的とした、農林水産省発注者綱紀保持

規程（平成19年農林水産省訓令第22号）第10条及び第11条にのっとり、第三者から以

下の不当な働きかけを受けた場合は、これを拒否し、その内容（日時、相手方及び働

きかけの内容）を記録し、同規定第９条に基づき設置する発注者綱紀保持委員会（以

下、「委員会」という。）に報告し、委員会の調査分析において不当な働きかけと認め

られた場合には、当該委員会を設置している期間において閲覧及びホームページによ

り公表する。

（不当な働きかけ）

① 自らに有利な競争参加資格の設定に関する依頼

② 指名競争入札において自らを指定すること又は他者を指名しないことの依頼

③ 自らが受注すること又は他者に受注させないことの依頼

④ 公表前における設計金額、予定価格、見積金額又は低入札価格調査制度の調査

基準価格に関する情報聴取



⑤ 公表前における総合評価落札方式における技術点に関する情報聴取

⑥ 公表前における発注予定に関する情報聴取

⑦ 公表前における入札参加者に関する情報聴取

⑧ その他の特定の者への便宜又は利益若しくは不利益の誘導につながるおそれの

ある依頼又は情報聴取

(13) 詳細は入札説明書による。
また、入札に参加を希望する者は、北海道森林管理局ホームページに掲載されて

いる競争契約入札心得を熟知のうえ、入札に参加すること。

掲載場所：北海道森林管理局 > 公売・入札情報 > 競争参加資格関係・入札参加
者への注意事項等 > 資料７：北海道森林管理局競争契約入札心得

(14) 本公告に記載のない事項については、北海道森林管理局競争契約入札心得による。

お知らせ
農林水産省の発注事務に関する綱紀保持を目的として、農林水産省発注者綱紀保持

規程（平成19年農林水産省訓令第22号）が制定されました。この規程に基づき、第三
者から不当な働きかけを受けた場合は、その事実をホームページで公表するなどの綱
紀保持対策を実施しています。

詳しくは、北海道森林管理局ホームページ（http://www.rinya.maff.go.jp/hokkaid
o/apply/publicsale/keiyaku/contract.html）をご覧下さい。



(別添１)

 1 工  事  名  御車山林道災害復旧工事

 ２ 発注機関名  上川北部森林管理署

 ３ 入札公示日  令和３年１月２７日

資 格 確 認 申 請 者 資格有無 資 格 が な い と 認 め た 理 由

株式会社 野田組

株式会社 イトイ産業 有

有

競争参加資格確認結果通知書

 ４  競争参加資格確認結果通知期限日  令和３年２月１５日



調達案件番号 003801011020200010

調達案件名称 御車山林道災害復旧工事（上川北部森林管理署）

業者名称 業者区分 第1回入札金額 結果

（株）野田組 20,600,000 低入札価格調査実施・落札

（株）イトイ産業 22,400,000

結　 　果 落札者決定

入札執行月日 令和03年3月2日

部　 　署 北海道森林管理局上川北部森林管理署

入札書比較価格
予定価格
調査基準価格

（税抜き）
（税込み）
（税抜き）

24,600,000
27,060,000
21,648,880

開札結果は上記の金額の通り相違ありません。

執行担当署名 島津　泰博

立会･確認担当署名 井戸川　明宏

入札筆記書 

(別添２)



路線名 御車山林道 支線名

工　事　名

施　工　地

森林管理局 北海道森林管理局
森林管理署
事務所名等 本署

令　和  2　年　度

積　　算　　内　　訳　　書

１８・２１林班

上川北部森林管理署

北海道上川郡下川町

御車山林道災害復旧工事　　（第 1 回　設計変更）

（別添３）



               本　工　事　費　内　訳　表
      

工事名   御車山林道災害復旧工事
 上川北部森林管理署  本署
明細No 費 目 工　　　　　　種 数 量 単 位 単 価 金 額

1 直接工事費 土工（1号箇所） 70.00 m - 686,000
2 路盤工（1号箇所） 70.00 m - 487,000
3 溝渠工（1号箇所） 10.00 m - 132,000
4 擁壁工（1号箇所） 27.00 m - 4,688,000
5 仮設工（1号箇所） 1.00 式 - 439,000
6 土工（2号箇所） 30.00 m - 66,000
7 路盤工（2号箇所） 30.00 m - 240,000
8 溝渠工（2号箇所） 9.60 m - 1,897,000
9 擁壁工（2号箇所） 13.00 m - 1,846,000
10 仮設工（2号箇所） 1.00 式 - 189,000

直接工事費計 10,670,000
11 間接工事費 共通仮設費 1.00 式 - 2,032,000
12 現場管理費 1.00 式 - 4,293,000

間接工事費計 6,325,000
工事原価 16,995,000

13 一般管理費等 1.00 式 - 3,374,000
工事価格 20,369,000

- 消費税相当額 10.00 % - 2,036,900
本工事費計 22,405,900

摘 要



       明　　　　細　　　　表

1 土工（1号箇所） 点在箇所Ａ

ｺｰﾄﾞNo （構造） （森林管理署名） （事務所名）

上川北部森林管理署 本署 旭川（豪） 2 名寄 37

単価No 名　　　　　称 規　　　格 数　　量 単位 単　価 金　　額 備　　考

71 [ 施 工 延 長 ] 70.00 m 0 0
4337 切土　砂・砂質土・粘性土・礫質土 作業種別：地山の掘削、施工土量：10,000m3未満、制限の有無：なし、障害なし 8.00 m3 287 2,296
4190 盛土敷均し・締固め ブルドーザ3t級、振動ローラー 搭乗・コンバインド式3～4t「排出ｶﾞｽ対策型（第１次基準値）」 541.00 m3 698 377,618
7100 購入盛土　礫質土　L=36.8km 地山数量、ダンプトラック10ｔ積(良好） 0.00 ｍ3 8,008 0
4239 盛土法面整形工（削り取り整形）　礫質土 バックホウ山積0.8㎥、排出ガス対策型（第2次基準値） 219.00 m2 354 77,526
7117 運搬盛土　砂・砂質土・粘性土・礫質土　L=300ｍ 1万ｍ3未満、制限なし、障害なし、不整地運搬車6ｔ積 253.00 ｍ3 813 205,689
7118 伐倒費　32cm下（Ｌ材） ha当たり材積：20ｍ3／ha迄、資材廻り：0.2ｍ3／本迄 4.40 ｍ3 1,156 5,086
4945 木寄費 ﾄﾗｸﾀｰ6～11t未満 ＮＬ込み、資材廻り0.2m3迄 4.40 m3 4,085 17,974

頁  計  686,189
計 [686189] 686,000

割出単価 9,800
（備考） 金額計の内  労務費（運転手・助手外）　労務補正率（0%）　週休２日補正係数（1.03） 64,179

金額計の内  労務費（運転手・助手）　労務補正率（0%）　週休２日補正係数（1.03） 330,101
金額計の内  形成材料 0
金額計の内  機械賃料　　週休２日補正係数（1.03） 101,742

メインブロック サブブロック



       明　　　　細　　　　表

2 路盤工（1号箇所） 点在箇所Ａ

ｺｰﾄﾞNo （構造） （森林管理署名） （事務所名）

上川北部森林管理署 本署 旭川（豪） 2 名寄 37

単価No 名　　　　　称 規　　　格 数　　量 単位 単　価 金　　額 備　　考

71 [ 施 工 延 長 ] 70.00 m 0 0
7102 路盤工（下層）敷均し・締固め（敷厚ｔ=20cm） 切込砕石0～80mm、16％割増、ダンプトラック10ｔ車（良好）Ｌ=31.8km 42.00 ｍ3 10,762 452,004
4285 路床内法仕上工　H=20cm バックホウ0.8m3級「排出ガス対策型（第2次基準値）」 70.00 m 171 11,970
7103 路床内切土法面整形 礫質土、バックホウ山積0.8㎥、排出ガス対策型（第2次基準値） 45.00 ｍ2 517 23,265

頁  計  487,239
計 [487239] 487,000

割出単価 6,957
（備考） 金額計の内  労務費（運転手・助手外）　労務補正率（0%）　週休２日補正係数（1.03） 50,530

金額計の内  労務費（運転手・助手）　労務補正率（0%）　週休２日補正係数（1.03） 110,769
金額計の内  形成材料 0
金額計の内  機械賃料　　週休２日補正係数（1.03） 130,284

メインブロック サブブロック



       明　　　　細　　　　表

3 溝渠工（1号箇所） 点在箇所Ａ

ｺｰﾄﾞNo （構造） （森林管理署名） （事務所名）

上川北部森林管理署 本署 旭川（豪） 2 名寄 37

単価No 名　　　　　称 規　　　格 数　　量 単位 単　価 金　　額 備　　考

71 [ 施 工 延 長 ] 10.00 m 0 0
8003 暗渠排水管【施工パ・ポリ波状管φ400mm】 施工パッケージ単価計算参照 10.00 m 11,640 116,400
8006 埋戻し【施工パ・裏込工（Ｗ1＜1ｍ）】 施工パッケージ単価計算参照 4.00 m3 2,381 9,524
4263 機械床掘　砂・砂質土・粘性土・礫質土 バックホウ山積0.8㎥、超低騒音型、排出ガス対策型（第3次基準値）、障害なし、自立式 2.00 m3 358 716
4215 水路工　砂・砂質土・粘性土・礫質土 バックホウ0.8m3級、超低騒音型・排出ガス対策型（第3次基準値） 4.00 m3 1,572 6,288

頁  計  132,928
計 [132928] 132,000

割出単価 13,200
（備考） 金額計の内  労務費（運転手・助手外）　労務補正率（0%）　週休２日補正係数（1.03） 14,894

金額計の内  労務費（運転手・助手）　労務補正率（0%）　週休２日補正係数（1.03） 1,416
金額計の内  形成材料 114,590
金額計の内  機械賃料　　週休２日補正係数（1.03） 88

メインブロック サブブロック



       明　　　　細　　　　表

4 擁壁工（1号箇所） 点在箇所Ａ

ｺｰﾄﾞNo （構造） （森林管理署名） （事務所名）

上川北部森林管理署 本署 旭川（豪） 2 名寄 37

単価No 名　　　　　称 規　　　格 数　　量 単位 単　価 金　　額 備　　考

71 [ 施 工 延 長 ] 27.00 m 0 0
8001 コンクリート【施工パ・C-4P　混Ｂ】 施工パッケージ単価計算参照 81.50 m3 27,650 2,253,475
7107 一般型枠（間伐材等を使用したコンクリート型枠用合板計上） 無筋・鉄筋構造物 89.90 ｍ2 7,858 706,434
7108 丸太残存型枠 土留・擁壁用、太鼓落材使用、皮はぎ加工含む、切断ロス含む 78.30 ｍ2 11,448 896,378
4333 伸縮目地取付（樹脂発泡体 t=10mm） 6.00 m2 1,708 10,248
556 硬質塩化ビニール管(VU) 呼径50　D60×t1.8mm 16.00 m 166 2,656

3357 水抜フイルター ＶＰ・ＶＵ50用 22.00 個 380 8,360
3358 水抜用逆流防止弁 ウィープホール（50mm×200mm） 22.00 個 1,130 24,860
4263 機械床掘　砂・砂質土・粘性土・礫質土 バックホウ山積0.8㎥、超低騒音型、排出ガス対策型（第3次基準値）、障害なし、自立式 168.00 m3 358 60,144
7116 河道整理　礫質土 作業種別：地山の掘削、施工土量：10,000m3未満、制限の有無：なし、障害なし 307.00 ｍ3 287 88,109
8004 埋戻し【施工パ・埋戻幅（1ｍ≦W1＜4m）】 施工パッケージ単価計算参照 77.00 m3 1,590 122,430
7113 足場工（1号箇所） 単管足場：78ｍ2、単管傾斜足場：80ｍ2 1.00 式 515,426 515,426

頁  計  4,688,520
計 [4688520] 4,688,000

割出単価 173,629
（備考） 金額計の内  労務費（運転手・助手外）　労務補正率（0%）　週休２日補正係数（1.03） 1,686,564

金額計の内  労務費（運転手・助手）　労務補正率（0%）　週休２日補正係数（1.03） 86,266
金額計の内  形成材料 1,946,526
金額計の内  機械賃料　　週休２日補正係数（1.03） 74,269

メインブロック サブブロック



       明　　　　細　　　　表

5 仮設工（1号箇所） 点在箇所Ａ

ｺｰﾄﾞNo （構造） （森林管理署名） （事務所名）

上川北部森林管理署 本署 旭川（豪） 2 名寄 37

単価No 名　　　　　称 規　　　格 数　　量 単位 単　価 金　　額 備　　考

86 [ 施 工 数 量 ] 1.00 式 0 0
4799 水替工　潜水ポンプ据付撤去 ポンプ口径100mm、排出ｶﾞｽ対策型（第２次基準値） 3.00 箇所 44,799 134,397
4794 水替工ポンプ運転経費（口径100㎜×1台） 6～30m3/h未満（作業時）、発動発電機【排出ｶﾞｽ対策型（第２次基準値）】 15.00 日 5,691 85,365
4779 土のう締切工 Ⅰタイプ 20.00 m2 10,980 219,600

頁  計  439,362
計 [439362] 439,000

割出単価 439,000
（備考） 金額計の内  労務費（運転手・助手外）　労務補正率（0%）　週休２日補正係数（1.03） 347,839

金額計の内  労務費（運転手・助手）　労務補正率（0%）　週休２日補正係数（1.03） 21,957
金額計の内  形成材料 5,780
金額計の内  機械賃料　　週休２日補正係数（1.03） 35,532

メインブロック サブブロック



       明　　　　細　　　　表

6 土工（2号箇所） 点在箇所Ａ

ｺｰﾄﾞNo （構造） （森林管理署名） （事務所名）

上川北部森林管理署 本署 旭川（豪） 2 名寄 37

単価No 名　　　　　称 規　　　格 数　　量 単位 単　価 金　　額 備　　考

71 [ 施 工 延 長 ] 30.00 m 0 0
4337 切土　砂・砂質土・粘性土・礫質土 作業種別：地山の掘削、施工土量：10,000m3未満、制限の有無：なし、障害なし 67.00 m3 287 19,229
4190 盛土敷均し・締固め ブルドーザ3t級、振動ローラー 搭乗・コンバインド式3～4t「排出ｶﾞｽ対策型（第１次基準値）」 38.00 m3 698 26,524
7106 運搬残土　礫質土　Ｌ=210ｍ 1万ｍ3未満、制限なし、障害なし、不整地運搬車6ｔ積 0.00 ｍ3 762 0
4194 残土敷均し ブルドーザ11t級「排出ｶﾞｽ対策型（第１次基準値）」 0.00 m3 84 0
4235 切土法面整形工（粗面仕上げ）　礫質土 バックホウ山積0.8㎥、排出ガス対策型（第2次基準値） 0.00 m2 517 0
4239 盛土法面整形工（削り取り整形）　礫質土 バックホウ山積0.8㎥、排出ガス対策型（第2次基準値） 22.00 m2 354 7,788
4244 残土法面整形工　礫質土 バックホウ山積0.8㎥、排出ガス対策型（第2次基準値） 0.00 m2 213 0
4200 機械側溝　砂・砂質土・粘性土・礫質土 バックホウ0.28m3級、排出ガス対策型（第2次基準値） 18.00 m 747 13,446

頁  計  66,987
計 [66987] 66,000

割出単価 2,200
（備考） 金額計の内  労務費（運転手・助手外）　労務補正率（0%）　週休２日補正係数（1.03） 13,748

金額計の内  労務費（運転手・助手）　労務補正率（0%）　週休２日補正係数（1.03） 27,010
金額計の内  形成材料 0
金額計の内  機械賃料　　週休２日補正係数（1.03） 3,230

メインブロック サブブロック



       明　　　　細　　　　表

7 路盤工（2号箇所） 点在箇所Ａ

ｺｰﾄﾞNo （構造） （森林管理署名） （事務所名）

上川北部森林管理署 本署 旭川（豪） 2 名寄 37

単価No 名　　　　　称 規　　　格 数　　量 単位 単　価 金　　額 備　　考

71 [ 施 工 延 長 ] 30.00 m 0 0
7102 路盤工（下層）敷均し・締固め（敷厚ｔ=20cm） 切込砕石0～80mm、16％割増、ダンプトラック10ｔ車（良好）Ｌ=31.8km 18.00 ｍ3 10,762 193,716
4285 路床内法仕上工　H=20cm バックホウ0.8m3級「排出ガス対策型（第2次基準値）」 30.00 m 171 5,130
7103 路床内切土法面整形 礫質土、バックホウ山積0.8㎥、排出ガス対策型（第2次基準値） 80.00 ｍ2 517 41,360

頁  計  240,206
計 [240206] 240,000

割出単価 8,000
（備考） 金額計の内  労務費（運転手・助手外）　労務補正率（0%）　週休２日補正係数（1.03） 26,270

金額計の内  労務費（運転手・助手）　労務補正率（0%）　週休２日補正係数（1.03） 56,276
金額計の内  形成材料 0
金額計の内  機械賃料　　週休２日補正係数（1.03） 55,836

メインブロック サブブロック



       明　　　　細　　　　表

8 溝渠工（2号箇所） 点在箇所Ａ

ｺｰﾄﾞNo （構造） （森林管理署名） （事務所名）

上川北部森林管理署 本署 旭川（豪） 2 名寄 37

単価No 名　　　　　称 規　　　格 数　　量 単位 単　価 金　　額 備　　考

71 [ 施 工 延 長 ] 9.60 m 0 0
7109 コルゲートパイプ据付　φ1,750mm　ｔ=2.7mm 支保工含む 9.60 ｍ 91,184 875,366
7111 月型籠工　金網φ4mm　網目13cm　管径1.75ｍ用 詰石：バックホウ0.8ｍ3級、玉石150～300mm、ダンプトラック10ｔ車（良好）Ｌ=59.9km、中詰量1.91ｍ3/個 4.00 個 72,061 288,244
7112 布団籠工（階段式）φ4mm　網目13cm 詰石：バックホウ0.8ｍ3級、玉石150～300mm、ダンプトラック10ｔ車（良好）Ｌ=59.9km、詰石量補正：－5% 16.00 ｍ 21,160 338,560
4263 機械床掘　砂・砂質土・粘性土・礫質土 バックホウ山積0.8㎥、超低騒音型、排出ガス対策型（第3次基準値）、障害なし、自立式 32.00 m3 358 11,456
4263 機械床掘　砂・砂質土・粘性土・礫質土 バックホウ山積0.8㎥、超低騒音型、排出ガス対策型（第3次基準値）、障害なし、自立式 8.00 m3 358 2,864
4263 機械床掘　砂・砂質土・粘性土・礫質土 バックホウ山積0.8㎥、超低騒音型、排出ガス対策型（第3次基準値）、障害なし、自立式 10.00 m3 358 3,580
8006 埋戻し【施工パ・裏込工（Ｗ1＜1ｍ）】 施工パッケージ単価計算参照 18.00 m3 2,381 42,858
8005 埋戻し【施工パ・埋戻幅（Ｗ1＜1ｍ）】 施工パッケージ単価計算参照 3.00 m3 2,381 7,143
4215 水路工　砂・砂質土・粘性土・礫質土 バックホウ0.8m3級、超低騒音型・排出ガス対策型（第3次基準値） 152.00 m3 1,572 238,944
4500 吸出防止材設置（ふとんかご用） 厚10㎜（合織不織布） 44.00 m2 449 19,756
4708 丸太洗掘防止工 B型（管径120～175cm用） 1.00 基 52,204 52,204
3708 建設副産物処理費 金属類 0.60 t 4,500 2,700
7115 建設副産物　運搬費（金属屑） 1ｔ車　Ｌ=48.2km　金属類=0.44ｔ 1.00 車 13,500 13,500

頁  計  1,897,175
計 [1897175] 1,897,000

割出単価 197,604
（備考） 金額計の内  労務費（運転手・助手外）　労務補正率（0%）　週休２日補正係数（1.03） 581,708

金額計の内  労務費（運転手・助手）　労務補正率（0%）　週休２日補正係数（1.03） 90,775
金額計の内  形成材料 879,945
金額計の内  機械賃料　　週休２日補正係数（1.03） 84,618

メインブロック サブブロック



       明　　　　細　　　　表

9 擁壁工（2号箇所） 点在箇所Ａ

ｺｰﾄﾞNo （構造） （森林管理署名） （事務所名）

上川北部森林管理署 本署 旭川（豪） 2 名寄 37

単価No 名　　　　　称 規　　　格 数　　量 単位 単　価 金　　額 備　　考

71 [ 施 工 延 長 ] 13.00 m 0 0
8001 コンクリート【施工パ・C-4P　混Ｂ】 施工パッケージ単価計算参照 33.20 m3 27,650 917,980
7107 一般型枠（間伐材等を使用したコンクリート型枠用合板計上） 無筋・鉄筋構造物 68.90 ｍ2 7,858 541,416
4333 伸縮目地取付（樹脂発泡体 t=10mm） 8.00 m2 1,708 13,664
556 硬質塩化ビニール管(VU) 呼径50　D60×t1.8mm 2.00 m 166 332

3357 水抜フイルター ＶＰ・ＶＵ50用 2.00 個 380 760
3358 水抜用逆流防止弁 ウィープホール（50mm×200mm） 2.00 個 1,130 2,260
4327 鉄筋加工・組立（φ13mm以下） SD345 D13㎜ 32.00 ㎏ 218 6,976
4263 機械床掘　砂・砂質土・粘性土・礫質土 バックホウ山積0.8㎥、超低騒音型、排出ガス対策型（第3次基準値）、障害なし、自立式 150.00 m3 358 53,700
8004 埋戻し【施工パ・埋戻幅（1ｍ≦W1＜4m）】 施工パッケージ単価計算参照 53.00 m3 1,590 84,270
7114 足場工（2号箇所） 単管足場：34ｍ2、単管傾斜足場：35ｍ2 1.00 式 225,058 225,058

頁  計  1,846,416
計 [1846416] 1,846,000

割出単価 142,000
（備考） 金額計の内  労務費（運転手・助手外）　労務補正率（0%）　週休２日補正係数（1.03） 840,219

金額計の内  労務費（運転手・助手）　労務補正率（0%）　週休２日補正係数（1.03） 34,364
金額計の内  形成材料 792,326
金額計の内  機械賃料　　週休２日補正係数（1.03） 33,112

メインブロック サブブロック



       明　　　　細　　　　表

10 仮設工（2号箇所） 点在箇所Ａ

ｺｰﾄﾞNo （構造） （森林管理署名） （事務所名）

上川北部森林管理署 本署 旭川（豪） 2 名寄 37

単価No 名　　　　　称 規　　　格 数　　量 単位 単　価 金　　額 備　　考

86 [ 施 工 数 量 ] 1.00 式 0 0
4798 水替工　潜水ポンプ据付撤去 ポンプ口径50mm 2.00 箇所 15,893 31,786
4793 水替工ポンプ運転経費（口径50㎜×1台） 0～6m3/h未満（作業時）、発動発電機【排出ｶﾞｽ対策型（第２次基準値）】 7.00 日 5,246 36,722
4779 土のう締切工 Ⅰタイプ 11.00 m2 10,980 120,780

頁  計  189,288
計 [189288] 189,000

割出単価 189,000
（備考） 金額計の内  労務費（運転手・助手外）　労務補正率（0%）　週休２日補正係数（1.03） 170,688

金額計の内  労務費（運転手・助手） 0
金額計の内  形成材料 3,179
金額計の内  機械賃料　　週休２日補正係数（1.03） 4,207

メインブロック サブブロック



明　　　細　　　表
　 　 　

11   間接工事費　共通仮設費 支給品費・無償貸付機械評価額 処分費等・飛行経費 鋼桁、門扉工場原価・別途製作する標識柱

(構造)    Ｔ　直接工事費(+) 10,670,000 　o　適用諸経費率  
   Ａ　積上仮設費等(+) 0 　a　原定率共通仮設費率(%) 12.09
   Ｓ　対象額算定組込経費(+) 　b　施工地域補正係数 1.3  
   Ｈ　対象額算定除外経費(-) c　週休2日補正係数 1.03
   Ｐ　定率仮設費算定対象額 10,670,000 d  採用仮設費率  a * b * c 16.19

単価No 名　　　　称 規　　　格 数　量 単位 単　価 金　　　額 備　　考
2608 循環資源利用促進税率 0.60 t 909 545
4805 雨量計設置・撤去 雨量計損料、雨量計記録紙は別途計上 1.00 回 28,513 28,513
3466 雨量計損料 自記式雨量計 91.00 日 1,190 108,290
3467 雨量計記録紙 １ヶ月巻 3.00 月 1,270 3,810

  定率現場環境改善費 ( T + S ) *  1.54 % 1.00 式 164,000
  小計 305158 305,000
  定率共通仮設費  P  *  16.19 % 1.00 式 1,727,000

  計 2,032,000

（備考） （参考）金額計の内労務費の金額 0 %割増 26,000

8 道路工事



低入札価格調査の概要
令和 ３年 ３月 ９日

上川北部森林管理署

工 事 名 ：御車山林道災害復旧工事

調査を実施した業務者名及び住所： 士別市朝日町中央４０２９番地

： 株式会社 野 田 組

項 目 内 容

① その価格で入札した理由 入札価格の内訳書で擁壁工（１号及び２号）

（必要に応じ、入札価格の内 の単価を誤って算出した為。

訳書を徴する） その部分が直接工事、共通仮設費、現場管理費、

一般管理費等に反映した。

② 契約対象工事付近における手 下川町内 ２件

持工事の状況 （いずれも調査期間中に契約）

③ 契約対象工事に関連する手持 同種工事 ２件

工事の状況 （いずれも調査期間中に契約）

④ 契約対象工事箇所と入札者の 本社所在地が工事箇所から約５５ｋｍに有す

事業所、倉庫等との地理的条件 る。（士別市朝日町中央４０２９番地）

工事箇所は営業範囲内であり、平成２５年に

同一の林道内での施工実績がある。

⑤ 手持資材等の状況 手持ち資材として型枠材、単管を使用（添付

書類による）することで経費を削減する。

⑥ 資材購入先及び購入先と入札 添付された資料によると購入予定業者は、新

者との関係 規業者はなく、長期にわたり取引があり、信頼

関係が構築されていると思われる。

⑦ 手持機械数の状況 当工事で主として使用する機械は自社保有の

機械である。（添付書類による）

⑧ 労務者等の具体的供給見通し 砂利、購入土等の資材運搬、生コンのポンプ

車以外は入札者の直接雇用した労務者で行う。

⑨ 過去に施工した公共工事名及 過去３年度において同種工事 １６件

び発注者 上川北部森林管理署 １０件

空知森林管理署北空知支署 ３件

上川総合振興局 ３件

⑩ 経営内容 経営規模等評価結果通知書により特に問題は

見られない。

⑪ ①から⑩までの事情聴取した 申込みに係る価格によって、契約の内容に適

結果についての調査検討 合した履行がされると認められる。

(別添４)



⑫ ⑨の公共工事の成績状況 悪い成績の工事もなく、施工後、工事箇所に

やり直し等もない。

⑬ 経営状況（取引金融機関、保 北海道銀行による

証会社等への照会） 現状の経営状況について特に問題はない

北海道建設業信用保証株式会社よる

当社で把握している範囲では財務内容につ

いて特に問題ないと考えている。

⑭ 信用状態（建設業法違反の有 これらに関する事実や情報等はない。

無、賃金不払いの状況、下請代

金の支払遅延状況等）

⑮ その他必要な事項



低入札価格調査の結果について

令和３年３月９日

上川北部森林管理署

１.工 事 名 ：御車山林道災害復旧工事

２.聴 取 日 時 ：令和３年３月９日 １１：００～１１：３０

３.聴 取 場 所 ：上川北部森林管理署 応接室

４聴取を受けた者 ：（株）野田組 取締役 野田 慎太郎

５聴 取 者 ：総括森林整備官、森林整備官（土木担当）

項 目 内 容

入札価格について 低入札した理由に擁壁工（一般型枠）の単価

に誤りがあったためとしており、その内容につ

いて検討した。

手持ち資材について 一般型枠に使用する型枠材及び単管について

手持ち資材量を把握でき、使用予定量よりも在

庫があることを確認。

手持機械の状況 自社で建設機械を所有しており問題なし

結果、申込みに係る価格によって、契約の内

容に適合した履行がされると認められる。




